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平成２５年度 第１回吉井地域審議会における質疑一覧  〔平成２５年６月６日開催〕

１ 吉井地域の事業推進状況に係る質疑

事業名 № 質疑 回答 

吉井地域総合福祉セ 

ンター（仮称）建設事

業について 

1 建設事業の共同企業体の構成事業社名、構成比率を説明

いただきたい。 

建設工事は「清水・昭和工業吉井総合福祉センター（仮

称）建設工事特定建設工事共同企業体」。電気設備工事は「株

式会社神明電気」。機械設備工事は、「イシイ・針谷吉井総

合福祉センター（仮称）建設機械設備工事特定建設工事共

同企業体」が工事の施工を請け負っている。 

共同企業体の出資割合は、「高崎市建設工事に係る共同企

業体取扱要領」で共同企業体の構成員の出資比率の最小限

度の基準を、２社の場合には３０％、３社の場合には２０％

と定めている。この度の一般競争入札の公告において、本

要領に基づく共同事業体の結成要件として、構成員２名で

自由結成としている。このことから構成員の出資比率は３

０％以上ということで代表者の出資比率は構成員中最大と

し、清水・昭和工業及びイシイ・針谷共同企業体は、とも

にこの要件を満たしている。 

多胡碑周辺重要遺跡

範囲確認調査事業に

ついて 

1 今年度は道路建設のための調査ではなく、多胡郡衙跡の

確認が期待される箇所の発掘調査になると思うが、どのよ

うな計画か。 

多胡碑西地区の一部と、多胡碑に最も近い多胡碑隣接地

区を調査する予定である。 
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吉井中央公園（仮称）

整備事業について 

1 中央公園と新町公園（仮称）に住民の要望を反映させるた

めのアンケート調査を実施することになっていたと思うが、

どのような状況か。 

道路用地買収、国道取付け道路計画、公園用地測量等、

デリケートな時期にある。 

地域の皆さんから意見を聞く手法としてどのようなもの

があるか検討したい。 

2 防災機能を備えた総合的な公園を建設する計画の中で、公

園内に建設する施設等について、法的な規制、指導などの制

限はあるのか。 

施設整備等に制限等が無い場合、職員の常勤可能な公民

館（防災対応）の建設の可能性とその実現性について説明

を求める。 

 現在、施設建設に伴う補助金メニューや施設規模等を関

係機関と協議を重ねている段階である。ある程度確定した

時点で関係法令、規制、指導について回答したい。 

 職員の常勤可能な公民館の建設は、公園の詳細な計画が

決まっておらず、具体的な法的規制も決まっていないため、

今後適用される関係法令を踏まえ公園施設等の設置につい

て検討したい。 

新町公園（仮称）整備

構想の推進事業につ

いて 

1 新町公園（仮称）構想の推進についての内部組織や外部

の委員会等を設置する予定はあるか。 

 道路整備計画や公共施設の再編も含めた中で、内部組織

や外部委員会等において施設の必要性や事業効果などを検

証する必要がある。地域審議会や地域住民の意見調整を図

りながら、構想が進められるものと考える。 

2 新聞報道で新町公園整備について、見出しに「周辺施設

配置を検討」とあり「具体的には未定の状況で、これから

準備をしていく」と掲載されていた。 

周辺施設は、耐震の整備、老朽化問題、など様々な要素

を含んでいるが、今後それらの要素を含めて周辺施設の再

配置を考えているのか。 

新聞の掲載内容と今後の進める事業内容が合致するのか

確認したい。 

老朽化対策に加え、駐車場不足の解消や利便性の向上な

ど、数多くの課題が指摘されることから、施設配置などを

検討する事業と考えている。今後、様々な調整や検討のな

かから、区域やその整備手法の決定が進められていくもの

と考える。 



3 

新町公園（仮称）整備

構想の推進事業につ

いて 

3 新町公園の予定地は、吉井地域の心臓部である。出来る

だけ早く、しっかりとした計画・構想を固め、その一部で

も構想に基づいて、早期に始められるよう要望します。 

【要望】 

２ その他の質疑 

事業名 № 質疑 回答 

山種記念吉井図書館

について 

1  山種記念吉井図書館の老朽化にともなう対策（移転また

は改築等）について、平成２４年度に具体的な計画、方向

性についての検討を行うとのことであったが、今年度はど

のような状況か。 

現在は、具体的な候補施設を探り、それぞれの建物の構

造や面積、現在の利用形態、駐車場確保の状況等が比較で

きる検討資料の作成を進めている。この検討資料をもとに

関係者による検討を、早急かつ慎重に進めたい。 

候補施設が絞れた場合には、図書館としての積載荷重に

対応するための、床の耐力度などを調査する委託料を平成

２５年度予算に措置しているので、順次進めていく予定で

ある。 

山種記念吉井図書館

について 

2 関係者と検討を進めるということだが、その中に地域の

利用者は入っているのか。また、地域の利用者の意見を吸

い上げるシステムは考えているのか。意見の吸い上げのた

めに山種記念吉井図書館との連携はできているのか。 

山種記念吉井図書館とは、会議や直接出向くなど常に連

携をとり、地域の皆様の声が中央図書館に届くように努め

ている。 

検討にあたり、地元の意見をきちんと吸い上げ反映させ

ていきたい。そのうえで中央図書館案の作成を進め、お示

ししていきたい。 

みまもり・あんしん認

知症ガイドブックに

ついて 

1 「みまもり・あんしん認知症ガイドブック」を発行して

いるが、後期～末期高齢者が増加するにともない、独居世

帯や高齢者のみの世帯も増加傾向にあると思われる。 

今後益々増加する認知症について、正しく理解し、差別

や偏見を無くし、早期発見・早期診断に繋げ、認知症にな

っても住み慣れた地域で安心して暮らし続ける町づくりを
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事業名 № 質疑 回答 

みまもり・あんしん認

知症ガイドブックに

ついて 

ガイドブックに掲載されている内容が、吉井地域におい

てどの程度機能しているのか、また十分に対応できている

のか。 

目指すために啓発用のガイドブックを作成し、地域ごとに

認知症の専門医療機関、相談機関、協力機関などを紹介し

ている。 

吉井地域包括支援センターの、認知症に関する相談件数

は、平成２３年度実人員は１９名、平成２４年度は３１名と

認知症の方の人数が増加しているのと比例し、相談件数も増

加している。 

平成２４年度実績の３１名の内１４名の方が、新規に、

医療機関への受診及び介護保険サービスにつながってい

る。 

今後も、ガイドブック等を利用し、各機関が連携し、認

知症の方やご家族が気軽に相談できる体制作りに取り組ん

でいきたい。 

吉井地域の高齢者等

の人数」について 

1 参考資料「吉井地域の高齢者等の人数」について、この

資料の作成意図は何か。 

また、このデータは新町・箕郷・群馬地域などと比較し

て、比率的にはどのような状況なのか。 

それらの地域と比較して、ガイドブックに掲載されてい

る対応が機能しているのか。 

勉強会で、６５歳以上の高齢者の、前期高齢者・後期高

齢者・末期高齢者のカテゴリーについてご質問があり、吉

井地域の人数をまとめさせていただいた。 

他地域との比較などについては、後日集計し回答させて

いただきたい。 



5 

事業名 № 質疑 回答 

平成２５年度高崎市

当初予算の概要につ

いて 

1 予算とは直接関係はありませんが、将来的に関係すると

いうことで、吉井地域の振興策について、富岡市長の青写

真を現時点でわかる範囲でご回答いただきたい。 

吉井地域は、吉井インターチェンジがあり、首都圏から

見るとビジネスの面で、非常に好条件の土地である。次の

ビジネスの発展地域として、有望なターゲットであるが、

形の整った大きな土地ではないため、進出を希望する企業

と個別に相談しながら、働きかけをしていきたい。 

２つ目に、吉井の農業は大変貴重な存在であり「きゅう

り・椎茸」など良い生産物もある。現在、高崎スマートイ

ンターチェンジ付近に、高崎の農産物を販売する大規模

なセンターを造る準備を始めている。首都圏の消費者に応

えられる、良い物を販売するため、売り方・手法・売る物

等、工夫しなければならないが、高崎の農産物は、ブラン

ド力がやや足りず、質に見合った評価を受けていない。 

そこで、高崎市の３つのＪＡと組み、日本の食に関する

トップＩＴ企業と連携し、高崎の農産物を首都圏で売るた

め、広報普及する活動を１年前から実施し、徐々に効果が

出てきている。 

３つ目に、多胡碑周辺に「郡衙」跡が発掘されれば、日

本の文化資産となる。調査がもたつかないように、毎年予

算を組んで調査していきたい。 

高崎は、吉井の多胡碑も含め、観光だけでは 1 日コース

にはならない。食と文化事業を組み合わせて、初めて１日

コースになるので、吉井の文化財や自然を活かした工夫を
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事業名 № 質疑 回答 

平成２５年度高崎市

当初予算の概要につ

いて 

していきたい。 

私の夢で一つ実現していないものとして、毎年秋に、高

崎の旧市内の子どもたちが倉渕地区や榛名地区に歩いて行

き、そこで農業体験をするという風景がある。市内のＰＴ

Ａに賛成を得て、実施しようとしたところ、警察から国道

４０６号線は、歩道がなく危険ということで、立ち消えに

なった。吉井地域については、警察の了解をいただいき、

高崎の旧市内の子どもたちが、中山峠を歩いて、吉井で農

業体験する事業が始まった。 


